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FAX 申込用紙により事前にお申込みください。
定員（300 名）となり次第締切とさせていただきます。
（HP にて、お知らせいたします。）

お申込みに関して

各種単位を取得いただけます。

生涯・専門 3 単位
日本医師会認定産業医研修会

4 単位：カリキュラムコード 11 予防活動
　　　   13 地域医療 76 糖尿病 82 生活習慣

日本医師会生涯教育講座

1 単位
日本糖尿病療養指導士認定更新のための研修会

日本糖尿病協会療養指導医取得のための講習会
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平成平平成
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ミッドランドホール
場 所所所場 所

総合司会総合司会

ミッドランドホール
総合 会総合司会

（ 名古屋駅前　ミッドランドスクエア 5F） 

中部ろうさい病院名誉院長・
本部特任研究ディレクター

日本糖尿病協会理事長・
関西電力病院院長

・・
堀田　饒

清野　裕

理事長挨拶理事長挨拶

13:00 ～ 開会の辞会の辞開会会会の辞
独立行政法人労働者健康福祉機構理事長・
総括研究ディレクター

医師会長挨拶

総括研究ディレクタ総総括研研究ディレクタ
公益社団法人愛知県医師会会長

武谷　雄二

13:10 ～ 基調講演13:10 ～13:10 ～:100 ～ 基調講演基 演基調講演講演
「勤労者にみる我が国の糖尿病」病が国の糖尿みる我がみみる我が国の糖尿我が国のの糖糖尿 」尿病」病」

日本糖尿病学会理事長
東京大学大学院医学系研究科糖尿病・代謝内科教授

13:50 ～

京大学大学院医学京大京大京大学大大学大学大学大学学院院医学医学
追加発言:33113:::13:550 ～00 ～0 ～ 言言言言言言言言発追加発加発加加追追追追加発言言

1.「糖尿病治療支援と日本糖尿病協会の取組」

武谷　雄二武谷谷 雄二雄二
柵木　充明

門脇　　孝

清野　　裕
2.「両立支援を目指した医師会における取組」支援を目指した医師会支支援を した医師会援を目指した医師会会

日本医師会副会長 今村　　聡

尿病協会の取組支援と日本糖治病治療支援 尿日病治治療療支支援と日本本糖糖尿 会の取尿病協協会会会のの取組」取組」組」

支援を目指した医師会における取 」支援支援を目指した医師会における取組援を目指した医師会師会における取組組取組」
日本糖尿病協会理事長・関西電力病院院長

日本医師会副会長日本医師会会会副会長会会長 村　村今今村今今今村
3.「両立を目指した厚生労働省での取組と今後の糖尿病対策」を目 した厚 労働省での取を目指した厚生労働省でのしたた厚生厚生生労働省省ででのの取

厚生労働省健康局健康課長
対策対対病対策対病対病対策」対策」策」
正林　督章

司 会 中部ろうさい病院治療就労両立支援センター所長 河村　孝彦

司 会 中部ろうさい病院名誉院長・
本部特任研究ディレクター

長院誉中部ろうろうさいさい病院名誉中中
ーータタタククタタクタタクタタレクレクレククデディデディィィデ究デ究特任任任任任本部特任本本 任研本 任特任任本本部本部特特任研究研 レクレクレクク研究デ究デデ研究 タ

中部ろうさい病院名誉院長・
本部特任研究ディレクター

パネリストパネパネパネネネネリリリリスリスネリスリストトパネリスト 門脇、今村、正林、森、河村、中島、小山、須田（８名）

堀田　　饒タタタクククタタタレクレクデディディデ究研研研特任任特部特本本本本本部特特任研研究研研究ディレクタ

脇 今村 正林 森 河村 中島 小山 須門脇 今村今村 正林正林 森 河村河村 中島 小山 須

日本糖尿病協会理事長・関西電力病院院長

（８名）（８名）８名））

　饒堀堀堀田田　 饒
清野　　裕

タ 所タ 所

1.「労災病院糖尿病両立支援モデル事業の取組」

中島英太郎
2.「産業保健による糖尿病コントロールへの貢献」の貢ルへへのよる糖尿病コントロ ル保健によ保健健に 尿よる糖糖尿尿病コントロ の貢ルへへのの貢献

産業医科大学産業生態科学研究所教授 森　　晃爾

の取組のの糖尿病両 支援モデル事業院病病院糖尿病両立支院糖糖尿尿病両両立支立支支援モデデルル事事業の 」の取業のの取組取組」組」

よる 尿病コントロール健によ保健保健による糖尿病 ロよる糖尿尿尿病コントロー 献」の貢へへへルへへのの貢献ルルへへの貢貢献」」貢へへよる糖尿病コントロ ルへ保健健による糖尿尿病コントロ の貢ルへへの貢献

中部ろうさい病院治療就労両立支援センター
両立支援部長

教科大学産業生態科学研究所教業 科大業産産業医科医科大科大学 研究 教授生態 授産業生態科学 究大学学産産業生業生生態科態科科学研学研研究究所所教教授 森
3.「両立支援に求められるコミュニケーションスキル」ンスンシシ求められるコミュニケ シ援に求求め支援に支支援に求求めらられるコミュニケ シ スョンス

東京労災病院治療就労両立支援センター
両立支援部長 小山　文彦立支 部長両立両立支援部長立立立 部長両立支立支支援援部長長部長

4.「企業の立場から見た両立支援について」にた両立支援たら見見見からからか場の立 援援支支支立支たらら立 立立 から見立 立の立場立場場から見た両両立支立支支援に
労働相談須田事務所代表 須田　美貴

16:20 ～

相談須田事務所代表働相働相談談須須田事事務 代表務所所代表代表
パネルディスカッション

司 会司司 会 長長長・誉中部ろうろうろうさいさいさい病院病院病院名誉名誉名誉う中中中中中中部中部部中部中部ろうさい病い病院名院名誉院長院長・・誉誉院長院長・

16:216:2220 ～0 ～000 ～ ッションッシカッィスカィスディディルデデパネルパパネルディスカスカカカルネルパパパネルパネパネルネルディスカ シッション
「働く世代の両立実現と質の向上を目指して」

16:55  ～

、今村、正林、脇、脇、今今村村、正林正林林、

閉会の辞

加藤　賢朗

15:00 ～

生労働省健康局健康生生労労働省働省省健健康局康局局健健康課
シンポジウム

司 会司司 会 中部ろうさい病院治療就労両立支援センタ中中中部中部ろろうさい病い病病院治院治治療就療就労就労両立立立支援支援援センタ司 会司司 会 センタン援セセ中部ろうさい病院治療就労両立支さい病院治療就労両立支援治療就労両立支援セセい中中部部ろうさいい病病院治院治治療療就労就労両両立支立支支援セセンタ

15:015::0000 ～0 ～ ウムウムジウジウポジポジンポンポシンシンシシシ ジンポジ ムウム
「働く世代の両立実現と質の向上を目指して」

閉会の辞閉会の会会の辞
独立行政法人労働者健康福祉機構理事・
副総括研究ディレクター

就労と糖尿病治療の両立就労と糖尿病治療の両立就労と糖尿病治療の両立第3回
勤労者医療フォーラム

～働く世代の両立実現と質の向上を目指して～






